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●�

﹁
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
発
表
ブ
ー
ム

　

湾
岸
諸
国
で
開
発
計
画
や
経
済
改
革

計
画
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
湾
岸
諸
国
と
同
様
に
、
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
（
以
下
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
も
ま

た
、
石
油
依
存
経
済
か
ら
の
脱
却
と
若

年
層
の
失
業
問
題
な
ど
の
課
題
に
対
処

す
る
た
め
に
連
邦
政
府
・
各
首
長
国
・

産
業
レ
ベ
ル
で
長
期
開
発
計
画
を
発
表

し
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
が
各
レ
ベ
ル
で

掲
げ
て
き
た
長
期
開
発
計
画
の
比
較
か

ら
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
が
抱
え
る
国
内
の
格
差
問

題
と
財
政
問
題
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

●�

Ｕ
Ａ
Ｅ
の
長
期
開
発
戦
略

　

Ｕ
Ａ
Ｅ
の
長
期
開
発
戦
略
の
特
徴
は
、

連
邦
政
府
と
各
首
長
国
、
産
業
部
門
で

次
々
と
新
戦
略
が
発
表
さ
れ
る
も
の
の
、

連
邦
全
体
を
一
貫
す
る
開
発
戦
略
の
実

行
が
難
し
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
が
七
つ
の
首
長
国

か
ら
構
成
さ
れ
る
連
邦
国
家
で
あ
る
こ

と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。
連
邦
政
府
は

外
交
、
軍
事
、
通
貨
・
金
融
お
よ
び
教

育
の
一
部
を
所
管
す
る
に
と
ど
ま
り
、

石
油
関
連
事
業
や
国
内
経
済
開
発
に
つ

い
て
は
各
首
長
国
の
権
限
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
国
内
の
長
期
的

な
開
発
計
画
は
、
基
本
的
に
各
首
長
国

が
主
導
し
て
き
た
。

●�

ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国

　

な
か
で
も
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
（
Ｕ
Ａ

Ｅ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
六
割
以
上
を
占
め
る
）

で
は
、
政
策
目
標
・
経
済
計
画
・
都
市

計
画
な
ど
複
数
の
長
期
計
画
が
現
在
進

行
中
で
あ
る
。

　

ア
ブ
ダ
ビ
政
府
は
、
経
済
の
多
様
化

と
脱
石
油
経
済
の
た
め
、
長
期
政
策
目

標
と
し
て
「
ポ
リ
シ
ー
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ

　

二
〇
〇
七
︱
〇
八
」（Policy 

A
genda 2007-2008

）
を
二
〇
〇
七

年
八
月
に
発
表
し
、
経
済
開
発
、
社
会
・

人
的
資
本
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
・
環
境
開

発
、
全
政
府
的
政
策
の
四
分
野
に
つ
い

て
重
点
を
定
め
た
。

　

こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
政
策
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
長
期
経
済

計
画
に
つ
い
て
策
定
し
た
も
の
が
「
ア

ブ
ダ
ビ
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
」

（A
bu D

habi E
conom

ic V
ision 

2030

）
で
あ
る
（
二
〇
〇
八
年
一
一
月

発
表
）。

　

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
九
月
に
は
、
都

市
計
画
評
議
会
が
「
プ
ラ
ン
・
ア
ブ
ダ

ビ
二
〇
三
〇
」（Plan A

bu D
habi 

2030

）
を
発
表
し
、
ア
ブ
ダ
ビ
市
の
総

合
的
な
都
市
開
発
計
画
の
枠
組
み
を
示

し
た
。
将
来
の
人
口
増
加
（
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
ア
ブ
ダ
ビ
市
の
人
口
が
三
〇

〇
～
五
〇
〇
万
人
超
と
推
定
）
に
対
応

す
る
た
め
に
、
持
続
可
能
性
、
居
住
性

の
優
先
な
ど
を
重
視
し
た
都
市
計
画
を

進
め
て
い
る
。

齋
藤
　
純

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

―
ビ
ジ
ョン
の
沙
汰
も
ア
ブ
ダ
ビ
次
第
―

●�

ド
バ
イ
首
長
国

　

ド
バ
イ
で
は
、
現
在
「
ド
バ
イ
計
画 

二
〇
二
一
」（D

ubai Plan 2021

）
と

「
ド
バ
イ
産
業
戦
略 

二
〇
三
〇
」
が
駆

動
し
て
い
る
。
ド
バ
イ
政
府
は
二
〇
一

四
年
一
二
月
に 

「
ド
バ
イ
戦
略
計
画
二

〇
一
五
」（D

ubai Strategic Plan 
2015

）
の
期
限
を
迎
え
、
新
計
画
「
ド

バ
イ
計
画
二
〇
二
一
」
を
発
表
し
た
。

こ
れ
は
ア
ブ
ダ
ビ
の
「
ポ
リ
シ
ー
・
ア

ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
〇
七
︱
〇
八
」
に
相
当

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
ド
バ
イ
政
府
は
二
〇
一
六
年

六
月
に
産
業
政
策
「
ド
バ
イ
産
業
戦
略 

二
〇
三
〇
」
を
発
表
し
た
。
知
識
を
基

盤
と
し
た
、
革
新
的
か
つ
持
続
可
能
な

産
業
の
国
際
ハ
ブ
を
目
指
す
こ
と
を
掲

げ
、
今
後
の
経
済
開
発
の
重
点
を
製
造

業
に
置
く
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

●�

Ｕ
Ａ
Ｅ
の
経
済
開
発
の
課
題

　

こ
れ
ら
の
長
期
開
発
計
画
の
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
、
⑴
政
府
介
入
と
経
済

発
展
、
⑵
開
発
計
画
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
二
つ
の
視
点
か
ら
論
じ
た
い
。

⑴
政
府
介
入
と
経
済
発
展

　

経
済
発
展
に
対
す
る
政
府
介
入
の
是

非
に
つ
い
て
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
市
場

へ
の
政
府
介
入
は
経
済
レ
ン
ト
を
生
み
、

浪
費
的
な
レ
ン
ト
・
シ
ー
キ
ン
グ
活
動

や
非
効
率
な
経
済
行
為
を
助
長
す
る
。
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一
方
で
、
経
済
発
展
の
初
期
状
態
に
お

い
て
資
源
配
分
に
不
均
衡
が
あ
る
場
合

に
は
、
適
切
な
政
府
介
入
は
む
し
ろ
資

源
の
不
均
衡
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
参
考
文
献
①
）。

　

Ｕ
Ａ
Ｅ
の
場
合
、
ア
ブ
ダ
ビ
・
ド
バ

イ
と
そ
の
他
北
部
首
長
国
、
都
市
部
と

周
辺
部
、自
国
民
と
外
国
人
な
ど
、様
々

な
グ
ル
ー
プ
間
で
開
発
・
経
済
格
差
が

存
在
す
る
。
経
済
開
発
は
各
首
長
国
の

所
管
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
脆
弱
な
財
政

基
盤
を
持
つ
北
部
首
長
国
で
は
、
開
発

の
遅
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

Ｕ
Ａ
Ｅ
統
計
局
に
よ
る
労
働
力
調
査

（
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
る
と
ラ
ア
ス
・

ア
ル
＝
ハ
イ
マ
や
フ
ジ
ャ
イ
ラ
な
ど
の

北
部
首
長
国
で
は
、
他
の
首
長
国
よ
り

も
非
識
字
率
や
失
業
率
が
高
く
経
済
開

発
や
社
会
開
発
が
遅
れ
て
い
た
（
図

１
）。
ま
た
、こ
れ
ら
北
部
首
長
国
で
は
、

平
均
的
労
働
者
の
月
収
に
つ
い
て
も
ア

ブ
ダ
ビ
や
ド
バ
イ
よ
り
も
低
い
（
同
調

査
）。

⑵
開
発
計
画
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　

長
期
的
な
開
発
計
画
を
進
め
る
た
め

に
は
、
開
発
資
金
を
い
か
に
継
続
的
に

投
入
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
石
油

収
入
を
背
景
に
潤
沢
な
政
府
予
算
を
持

つ
ア
ブ
ダ
ビ
（
歳
入
：
一
一
七
八
億
ド

ル
、二
〇
一
四
年
）
と
ド
バ
イ
（
歳
入
：

一
六
一
億
ド
ル
、
同
年
）
は
、
自
国
の

財
政
で
開
発
計
画
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
（
表
１
）、

そ
の
他
の
首
長
国
で
は
ア
ブ
ダ
ビ
か
ら

の
資
本
移
転
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

で
あ
る
。

　

た
だ
し
財
政
基
盤
が
相
対
的
に
盤
石

と
み
ら
れ
て
い
た
ア
ブ
ダ
ビ
に
つ
い
て

も
、
近
年
の
石
油
価
格
の
低
迷
の
影
響

は
大
き
い
。国
際
通
貨
基
金
の
推
計（
参

考
文
献
②
）
に
よ
る
と
、
ア
ブ
ダ
ビ
の

財
政
収
支
が
黒
字
基
調
を
回
復
す
る
の

は
二
〇
一
九
年
以
降
と
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
一
四
年
に
は
一
七
一
億
ド
ル
計
上

さ
れ
て
い
た
ア
ブ
ダ
ビ
か
ら
の
資
本
移

転
も
縮
小
し
二
〇
二
一
年
に
は
二
八
億

ド
ル
に
ま
で
減
少
す
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。

●�

お
わ
り
に

　

Ｕ
Ａ
Ｅ
に
お
け
る
開
発
戦
略
は
各
首

長
国
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
き

た
。
重
点
分
野
に
つ
い
て
総
花
的
な
ア

ブ
ダ
ビ
の
開
発
計
画
に
対
し
て
、
製
造

業
に
重
点
を
置
く
ド
バ
イ
と
い
う
特
徴

が
み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
こ
う
し

た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
た
め
に
は
、

そ
の
原
資
と
な
る
強
靭
な
財
政
基
盤
が

必
要
で
あ
る
。
脆
弱
な
財
政
・
経
済
基

盤
を
持
つ
北
部
首
長
国
が
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
く
た
め
に
は
、
ア
ブ
ダ
ビ
に
よ

る
財
政
支
援
が
前
提
と
な
る
。

　

同
時
に
、
ア
ブ
ダ
ビ
自
身
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
も
、
明
る
い
将
来
が
必
ず

し
も
約
束
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ア
ブ
ダ

ビ
に
と
っ
て
、
石
油
価
格
低
迷
の
長
期

化
と
人
口
圧
力
は
懸
念
材
料
で
あ
る
。

Ｕ
Ａ
Ｅ
が
描
い
て
い
る
数
多
く
の
ビ
ジ

ョ
ン
（vision

）
が
「
ま
ぼ
ろ
し
」
の

ま
ま
終
わ
る
か
否
か
は
、
ア
ブ
ダ
ビ
の

決
定
（dicision

）
に
か
か
っ
て
い
る
。

（
さ
い
と
う　

じ
ゅ
ん
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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（出所） Labor Force Survey 2009 より筆者作成。

図 1　自国民生活の首長国間比較（2009 年）

表 1　連邦政府、アブダビ政府、ドバイ政府の財政構造（2015 年、単位：10億 AED）
連邦全体 連邦政府 アブダビ政府 ドバイ政府

総歳入 550.4 61.8 432.8 59.1
　税収 279.9 5.3 256.7 16.6
　グラント 0 17.2 0 0
　その他収入（石油収入の移転含む） 265.3 34.0 176.0 42.5
総歳出 477.3 63.1 365.9 51.5
純財政収支 ( 総歳入－総歳出 ) 73.1 -1.3 66.9 7.6
　石油収入 363.4 na 357.9 na
　国営石油会社から SWF への利益移転 91.8 na 91.8 na
　非石油収入（SWF からの投資収入含む） 187.1 na 77.5 na
　アブダビの資本移転 62.7 na 62.7 na

（注）na は欠損値を表す。
（出所）参考文献②、Article Ⅳ Consultation より筆者作成。
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